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熱海駅

丹那トンネル

桃山地区

西山地区

東山地区

温泉地区

重要文化財 旧日向家熱海別邸
現代熱海を生み育てた”東山文化”が残した文化遺産

海光町

多賀

熱海港



3部構成

昭和初期

現代熱海を生んだ東山

旧日向別邸

東山を生み育てた文化遺産

3+1の恩恵

東山 この永遠なるもの

熱海ブルーノ・タウト連盟

熱海・交通 摩訶不思議なる世界 地霊・蘇生



熱海ブルーノ・タウト連盟 タウト塾@熱海 特別講座6月 重要文化財・旧日向別邸

昭和初期
現代熱海を生んだ東山
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大正14年熱海駅開業 竹内合同会社土地分譲 昭和9年丹那トンネル開通
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熱海の近代・現代史 村から市へ
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• 1889年（明治22年） 熱海村、伊豆山村、泉村、初島が合併して

賀茂郡熱海村 発足

• 1891年（明治24年）熱海村が町制施行して熱海町となる

• 1937年（昭和12年）4月10日 -熱海町と多賀村が合併し熱海市が発足

• 1957年（昭和32年） 4月1日 -網代町を編入合併 現・熱海市。

熱海村、伊豆山村、泉村、初島

多賀村

網代町
（S32）

（S12）

（M22）

（熱海町）（熱海市）

東山

網代町 1957（S32）

現在の熱海市

多賀村 1937（S12）

熱海市

熱海村 伊豆山村

泉村 初島 1889（M22）

熱海村・熱海町

桃山

西山

48年後

20年後

64年

https://ja.wikipedia.org/wiki/1889%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%98%8E%E6%B2%BB
https://ja.wikipedia.org/wiki/1891%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%9A%E8%B3%80%E6%9D%91_(%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B6%B2%E4%BB%A3%E7%94%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A4%9A%E8%B3%80%E6%9D%91_(%E9%9D%99%E5%B2%A1%E7%9C%8C)
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熱海の発展

江戸の湯治場、明治より人気の保養地熱

海は、大正天皇の御用邸（明治21年）

に伴い、政財界、文人墨客があつまった。
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「東山」は、

熱海駅開業、丹那トンネル

の開通によるところから、現代熱海づくり
の先駆けの役割を果たす。

第一次世界大戦、15年戦争、第二次
世界大戦、関東大震災、熱海大火の
なか、熱海は大きな飛躍を遂げ発展
してきた。

熱海の発展は交通の発展に伴っている。
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熱海市誕生
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泉都熱海の誕生

昭和12年4月10日

号外
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熱海駅開業時に始まる駅周辺区の発展
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温泉地区 銀座通り周辺の温泉地区
駅周辺区 熱海駅を中心とした地区

熱海駅

来宮駅

丹那トンネル

東山地区

駅周辺区

桃山地区

西山地区

伊東線

東海道本線

大正14年

昭和9年

昭和10年
野中地区

水口地区
温泉地区
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温泉地区の発展
明治・大正

（保養地）（政財界）

噏滊館と熱海梅園/熱海御用邸
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昭和観光地
（新婚・社員旅行）

江戸時代
（湯治場）（家康）
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熱海の交通発展史
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熱海は江戸時代より、全国の温泉
地でも別格「行事」として人気の
温泉地でした。

また明治には、政治家を文学者な
ど多くの著名人の人気の場所とな
り発展を遂げてきたのですが、
「交通の不便さ」が常に付きま
とってきました。

熱海の発展の歴史は、交通との闘
いといっても過言ではありません。
その為、人車鉄道、軽便鉄道など
多くの手段をとってきました。

そうした中でも、大正から昭和初
期にかけての「熱海駅開業」と丹
那トンネルの開通は特別でした。

この講座では、熱海の交通を軸に
街の発展、東山文化を見て参りま
す。



熱海ブルーノ・タウト連盟 タウト塾@熱海 特別講座6月 重要文化財・旧日向別邸

熱海駅開業 1925年（大正14年）3月
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• 東海道本線は、国府津から御殿場線で沼津につな
がっていた

• 小田原・熱海では、豆相人車鉄道→軽便鉄道によ
り終点熱海つながっていた。

• 大正12年9月の関東大震災により壊滅、全廃。
• 大正14年3月 国府津から熱海をつなぐ熱海線開通

熱海駅開業は、軽便鉄道の全廃からまでの1年半後に完
成。開業は多くの人々に喜ばれた。

熱海線

東海道本線
御殿場線

熱海線
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御殿場線の勾配

丹那トンネルの勾配
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丹那トンネル決定・工事

• 御殿場線を東海道本線としていたが、勾配がきつく輸
送に大きな障害をもっていた。

• 熱海線は勾配は80％減となり距離も20％強減となった

• そうしたことから、熱海から函南間を開通して通す案

が採用された

• 大正7年着工し昭和9年完工した

• 初工期は7年であったが、多量の湧水から16年となった

• 大事故は4回、日本の鉄道トンネル工事史上、最大の難

工事であった。

難工事

工期：7年 → 16年
予算：700→2500万円

3.6倍－当時予算－
犠牲者：67名

－水、落盤犠牲者－
延べ人数：250万人
長さ：7804ｍ

374m

80％

79.4m

11.7Km

20％
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丹那トンネル開通 殉職碑 昭和9年12月
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吉村昭著『闇を裂く道』

丹那トンネル殉職碑 67名
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丹那トンネルの2つの恩恵
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難工事をまねいた大量の丹那湧水

第二恩恵
大量な
生活水

第一恩恵
多くの
観光客

急激な
水不足
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東山・桃山の土地分譲（温泉付き）開発
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• 東山の地は以上のような交通の大きな転換期を背景に生まれてきました。

• 大正10年 東京に本拠をおく竹内同族会社が桃山・東山（潮見崎）の土地分譲を開始

これは開通7年後を予定していた丹那トンネル工事着工の3年後

• 開発と同時並行して、来宮神社の位置する西山、温泉地区の間の野中地区（現咲見町）、

水口付近、伊豆山地区なども開発が盛んになる
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熱海 桃山潮見崎 文化別荘地分譲 案内
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竹内同族会社による（大正14年）
「熱海潮見崎・桃山文化別荘地分譲」パンフレット。
両面刷りで、坪内逍遥・双柿舎からの図書館への寄贈品。奇

麗なかたちで残っている。
NHK 「ブラタモリ」にも説明用で登場

東山

桃山
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当時の別荘開発
の状況
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S4

T10

T10
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現在の東山全景 東山トリオ（旧日向別邸・東山荘・海峯楼）
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東山
+90

+70

現在の東山全景

• 標高約90ｍ
• 駅約20ｍ高い場所。
• 135号線、駅前道路
に囲まれた丘

• 頂きに3つの施設が
隣接し合い

「東山トリオ」を構成

• 他旧杵屋別邸
キリューションホテル
など存在し、昭和の浪
漫をかもしています

（高層マンションはかつての
学校跡地につくられたもの）

桃乃八庵

須藤水園
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東山トリオ（旧日向別邸・東山荘・海峯楼）

17

• 標高約90ｍ

• 駅約20ｍ高い場所

• 頂きの3つの施設

「東山トリオ」

＊旧日向別（S9）

＊東山荘（S8）

＊ATAMI海峯楼（H7）
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東山荘
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東山荘は、昭和8年、第一銀行頭取であった石井健吾氏の別邸として建築されました。その後、所有
者が山下汽船（現・商船三井）の創業者山下亀三郎氏に移り、昭和19年に世界救世教・岡田茂吉氏が
譲り受け熱海市・旧東山（現春日町）の地名を取って「東山荘」と命名されました。
平成28年（2016年）に、昭和初期から今日までの歴史を孕んだ近代和風の別荘建築として貴重である
と評価され、国の登録有形文化財（建造物）に指定されました。

山下亀三郎氏石井健吾氏 岡田茂吉氏

とうざんそう

平成28年（2016年）

第一銀行頭取 商船三井創業者 世界救世教教祖
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東山荘

相模湾を望む敷地北東寄りに石井
健吾の本館が位置している。

昭和8年東山荘の完成のころ、日
向利兵衛は、隣接する土地を尾崎
男爵より譲り受け、渡辺仁に設計
を依頼している。

戦前期における熱海の別荘開発と
代表的な別荘建築が集中する貴重
な歴史的地区の開発の始まりの時
代でした。

設計施工・清水組 敷地面積 1000坪

19

とうざんそう
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東山荘

本館東から山側を望
んだ写真です。

岡田茂吉氏は毎日こ
の雄姿を眺めては、
瑞雲郷の構想を練っ
たといいます。

現在MOA美術館、
救世会館、水晶殿他、
多くの関連施設が
建っています。
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瑞雲郷

とうざんそう

MOA美術館

水晶殿
救世会館

瑞雲郷
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杵屋六左衛門旧邸 竣工：昭和8年（1925） 吉田五十八設計
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明治33(1900)～昭和56(1981)

東京都中央区生まれ。

明治～昭和期の長唄三味線方・唄方杵屋宗家

14代目東京音楽学校教授。

49年人間国宝。

杵屋は三味線家系であったが長唄に転向。
出典：日外アソシエーツ「20世紀日本人名事」
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旧日向別邸
東山を生み育てた文化遺産

22
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日向利兵衛 旧日向別邸の施主
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• 1874～ 1939（明治 7 年～昭和 14 年） アジア貿易商人
1874（明治 7年）大阪の実業家「唐木屋」の一人息子で誕生。

• 15歳で香港に渡り、現地の日本人商会に勤め帰国。

• 第三高等学校、東京商業学校(現一橋大学)を卒業し同年「唐木
屋」を相続する。美術、建築に造詣が深く、語学力と幅広い人脈を
生かし貿易関係で活躍をする。

• 「唐木屋」は、紫檀、黒檀、鉄刀木（タガヤサン）などの銘木を
輸入し、家具を製造販売。高級家具、茶室や数奇屋造りの飾り棚
や置家具など、工芸製の高い製品を扱った。

•また、当時重要な輸出品だったマッチの原料であるリンを輸入し、
アジア貿易に足がかりをつけ、貿易商人として大をなした。

•日向の特徴は、技術の指南や相談役などフィクサー的役割を果た
すと共に、東洋 精糖、日新火災といったアジアがらみの企業の経
営者として関わった。

•旧日向別邸完成三年後、昭和 14年 9月、65歳で逝去した。
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±0

+90
+85

初島
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一期 上屋・渡辺仁設計
二期 土留め躯体.屋上庭園・清水組
三期 地下室内装・ブルーノ・タウト設計

相模湾

タウト

渡辺仁

清水組

三期の工事で完成した旧日向別邸 配置・断面
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渡辺仁（わたなべじん）：上屋設計
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渡辺仁（わたなべじん）1887-1973

近代日本の建築家。作品のスタイルは当時の建築家とし
ては珍しく、歴史主義様式のほか、表現派、帝冠様式、
機能 / 合理主義様式、初期モダニズムと多岐にわたって
いる。

主要作品には服部時計店、ホテルニューグランド、東京
国立博物館、第一生命相互館などがある。1887年 東京
で生まれる。東京帝国大学建築学科を卒業。鉄道院、逓
信省に勤務。

1920年 独立し、渡辺仁建築工務所開設。130棟ほどの
住宅を設計しているが現存は3棟のみ。

旧日向別邸は数少ないその一つの現存住宅として重要で
ある。
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銀座和光
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出展：セイコーハートビートマガジン銀座和光」改修秘話、90年前の思いを引き継ぐ名建築より
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渡辺仁・上屋の概要・評価すべき要素
• 昭和8年10月から昭和9年7月 設計と工事が行われる。

• 上屋、門扉、玄関庭園・裏庭、温泉設備が設けられる

• 昭和9年6月から土留めの準備が行われ、土地の増設と地下への階段などへの対応、準備される

• 構造 木造二階建て 一階：広い居間を設け、床は板張り、壁は砂壁、桐格天井・組込み照明

二階：三室の畳の間、南西の隅窓部にはベランダが設けられる

• 仕上げ 屋根：三州織部瓦葺・腰銅板葺、外壁はモルタル塗りリシン仕上げ

• 温泉設備 温泉活用の床暖房（配管はかなり特殊で不明要素が多い）

東山地区の温泉分譲地の遺構を残す住宅として貴重な遺構である。

• ブルーノ・タウト滞在の記念碑的価値（昭和10年4月16日 タウト宿泊）

27
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一期工事 上屋の建設
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配置 初島を正面に見る

29

＊建物は初島が建物全体が正面に来るように正確に配置されている。
図は平成20年3月「旧日向別邸保存活用計画」によるものです。

• 上屋建物は本来の敷地形拡に沿いながらもや
や南へ傾けて配置されている

• これは採光面を考慮したと同時に、正面に初
島を望む景観を意識して客間の向く方向を初
島の方へ振った可能性がある

初島周辺には当時イカ釣り漁船がでていた
タウトの日記にも、日向氏が自宅でタウト夫妻の送
別会を催した時に「明るい月影が両面にきらきら
充っている。海上には樹脂の漁火をもやした（魚を
誘うためである）夥しい漁船（中略）『ここは詩人
にとってはまことに最適な場所です』
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旧日向別邸
旧日向家熱海別邸

渡辺仁 による上屋

ブルーノ・タウトによる

屋上庭園の地下が地下室

30
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上屋間取り

31

上屋建設中に地下室の計画が始まっている。

初期の設計図は、階段がなくこの様な状態と推定。
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1階 居間

32

無双窓南側をみる 西側をみる

上段 天井 地下室へ影響
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主婦室

33

無双窓

庭への掃き出し窓からは自由に庭への出
入りができるようｍぬれ縁が設けられま
した。押入れの下部、ここにも無双窓が
もうけられています。
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浴室

34

浴室は多くの変更箇所がある
当時のものは木壁、天井なのどを
残し変化。

湯気抜きなどは、湯屋の原理の基
づきつくられている。
天井は船底とし 中央部に排気ガ
ラリがもうけられている。

＊平成20年3月「旧日向別邸保存活用計画」より
浴槽は当時とっことなっている
広い浅い浴槽もあり興味深い
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2階 客間

35

現在は8畳すべてに畳が敷かれて
いるが、設計当時は、一階居間と
同じ上段がおかれていたよう。

上段
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2階 和室-ベランダ

36

1935年4月16日 タウトはこの3室を使って滞在したようだ。

とすればこうした景色をみたのだろうか

6帖間 ベランダ

上段
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熱海の二つの別荘

37

多賀そば

旧日向別邸
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タウトと日向の赤い糸？

昭和8年5月来日 昭和8年9月土地取得

昭和10年4月受託

昭和11年9月竣工

日向利兵衛ブルーノ・タウト

昭和13年逝去 昭和14年逝去
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ブルーノ・タウト：地下室設計 ＊タウトについては詳細は8月、9月の講座で

39

• ドイツの建築家。ケーニヒスベルクにて誕生。生地の建築学校
を終え， T.フィッシャーに師事，ベルリンに設計事務所を開設。
13年のライプチヒ国際建築博覧会で「鉄の記念塔」，14年ケル
ンのドイツ工作連盟展で設計した「ガラスの家」よって一躍有
名となり，マクデブルク市の建築土木課長となり色彩宣言を試
みて注目された。 24年ベルリンに帰り，1万 2000戸にのぼる集
合住宅であるジードルングを設計した。ベルリンのシャルロッ
テンブルク工科大学教授。表現主義の代表とされる。

• 昭和8年シベリアを経て来日，日本の建築と美術に深い理解を示
し、仙台，高崎などで工芸を指導した。日本での建築に熱海の
旧日向別邸，麻布の大倉邸がある。ほか，『ニッポン』 (34) ，
『日本文化私観』 (36) など日本に関する著作も多い。「日本美
の再発見」は現在でも世界の人々に愛読さてている。
京都の桂離宮に近代建築に通じる美があることを説いて，日本
の建築家に大きな影響を与えた。

• 36年トルコのイスタンブール芸術大学教授となり離日した。
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二期工事

三期工事

40

地下室に関わった人々

地下室設計：B.タウト棟梁：佐々木嘉平 設計支援：吉田鉄郎

施主：日向利兵衛

タウト紹介：柳沢健

上屋・土留め

屋上庭園

（株）清水組

三原徳言
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タウトによる躯体変更 傾斜と風洞

41

• 清水組の躯体をタウトは
こんな姿に変えました。

• そのマジックは？

• 否 それはマジックでは
ありません。

• 確実なタウトの意思・思
想が作り上げた現実です。

清水組による躯体図

タウトが取り去ったコンクリート壁

風

階段巾900⇒1200

風
土
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4日で仕上げた
タウトの図面
S11-4-27

42

契約後4日後に提出し承認
された図面。

社交室の平面兼天井伏せ図
と展開図が詳細に描かれ、
ほぼこのまま完成された。

波打つ吊照明、天井の模様
張り、火頭窓の竹、などの
全体が設計されている。
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私の建築は 写真ではわからない
実際の建物（空間）に入って

はじめて
感じ理解することができる。

43
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旧日向別邸
地下室
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地下室へ

45
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広 間

46
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廻り階段

47
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アルコーブ
－竹の間－

48
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社 交 室
ピンポン室

49
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諧 調
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洋 間
日本間・ベランダ
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洋 間
社交室・竹の間
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洋 間
・

日本間
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洋 間
----------
海側
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日本間
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日本間
----------
上段
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日本間
----------
海側
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ベランダ
日本間
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ベランダ
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和室5.5畳
ベランダ
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和室5.5畳
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上段
洋室-12畳-5.5畳
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旧日向別邸
竣工

S10.4設計

S10.7着工

（13か月）

S11.8竣工

S11.9撮影
（1か月）

S11.10離日

63
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ブルーノ・タウトが旧日向別邸に託したもの

• 眺望の取り入れ

• 自然環境 桂離宮

• 多様性の統一 謎の1900mm

• 多様な視界

• 上屋との連携

64
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この景色をどう豊かに見せるか・・・

65

病院

135号線
旧日向別邸から相模湾を望む

海抜85ｍに佇む旧日向別邸

約85ｍ
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旧日向別邸の眺望 朝 太陽

• 朝日は水平線より上
り、小さな点はたち
まち上り天空を赤く
染め日常が始まる。
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旧日向別邸の眺望 夜 月

• 月もまた海に一筋

の道をつくる。穏

やかな相模湾のに

伸びる月の道は穏

やかで心をやすめ

てくれる。

• 当時は初島周辺に

イカ釣り漁船が沢

山でており 夜の

景色をつくってい

た。
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内と外との連携 桂離宮

68
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多様性の統一 魔法の1900ｍｍ

69
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多様な視角・目線
• 旧日向別邸は三期工事でできあがった

• それは偶然かもしれないが、海に対する3つの高さの目線をつくった

• タウトは地下室の階段状の家具を工夫し、海へも高さによる視覚を
つくりだしている。

70

全景

第二目線

第一目線

第三目線
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タウトの目線 階段状の家具

71

洋 間日本間
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視界の変化 立体的な視覚

72

B
A

A

B
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上屋との連続

73

天井 地下室へ影響
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3+1の恩恵
存続の栄光-永遠なるもの

74
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旧日向別邸 3-1の恩恵



熱海ブルーノ・タウト連盟 タウト塾@熱海 特別講座6月 重要文化財・旧日向別邸

重要文化財指定書 旧日向家熱海別邸地下室 1棟

76

do.co.mo.mo＿

2003（H15）

市指定有形文化財

2005（H17）

重要文化財指定書

第2486号
2006（H18・7・5日）
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タウトの世界遺産

6つの中4つが世界遺産に・・

77
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ATAMI海峯楼 H7年

78

海峯楼は、熱海市春日町8-33、旧日向別邸に
隣接した地に1995年（平成7年）3月に、
ゲームメーカーのゲストハウスとして建設さ
れた。現在は、旅館として
「ATAMI海峯楼」の名で営業されている。

私のこの「水／ガラス」という作品の敷地は
、そんなタウトの設計した「日向別邸」の隣
でした。タウトの作品が熱海にあることも知
らなくて、この建物の設計を依頼されて隣に
建っていることを知ったときにはたいへん驚
いた。
ここでも僕は、せっかくタウトの隣なんだか
ら縁側をやろうと思ったんですね。それも水
の縁側をつくろうと考えた。

（東西アスファルト事業協同組合講演会 物質性とサイバー
スペースより）
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熱海にある建築家・隈健吾の作品

1. ATAMI海峯楼

2. 界熱海古々比の瀧

3. コエダハウス

4. 伊豆の風呂小屋
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キュレーションホテル 令和2年

キュレーションホテルとは、日本が誇る美の伝統

を革新的デザインで未来につなぐ「場」として、

選び抜かれた伝統建築素材・伝統工芸・アートが

息づく空間での滞在を提供するホテルです。

80

キュレーションホテル 須藤水園・桃乃八庵・桃山雅苑 開業

熱海東山エリアに
＊左説明文・写真はHOTELIER（ホテリエ）より掲載
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東山文化を繋ぐ 時＆人

昭和

平成

令和

東山文化を生み.育み.繋ぐ 時・人・建築

81

旧日向別邸
S11
東山

海峯楼
H07
東山

桃乃八庵
R03
東山

東山荘
S08
東山

杵屋旧邸
S11
東山

桃山雅苑
R03
桃山

須藤水園
R03
東山

東山トリオ
旧日向別邸
東山荘
海峯楼
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東山トリオ 時を繋ぎ、時を超えて佇む

82

東山の小さな丘の上には、三つの個性的な施設が肩を並べて建っています。またその周辺に
も熱海の昭和レトロが・・・。
次回は東山が生み育んできた個性来な建物を中心に紐解きます
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初島中学生
旧日向別邸
見学

短歌を詠む
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地 霊 建築史家・鈴木博之先生

84



熱海ブルーノ・タウト連盟 タウト塾@熱海 特別講座6月 重要文化財・旧日向別邸

熱海ブルーノ・タウト連盟の活動

85
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オンライン講座

86

ユーチューブで公開中
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次回 予告

87

予約受付中

日時 7月26日（月）

13：30~

場所 東山荘

“東山荘”

9月30日~10月4日高崎・熱海
合同展

音楽サロンにて開催
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アンケート
&

公開後での旧日向別邸の
有償ガイド募集中

アンケート用紙にチェックを！
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レ
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お疲れ様でした

89

熱海ブルーノ・タウト連盟


